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熱帯林
Trop i ca l  Fo res t  

多様性の
ゆりかご

開館日　火曜日～土曜日 （ただし8月13日（金）・14日（土）は休館）　　時　間　  午前10時～午後4時 （入館は3時半まで）　　
場　所　名古屋大学博物館　地下鉄名城線 「名古屋大学前」 2番出口から歩いて2分

１０月１０日（日）は臨時開館します（午前10時～午後4時）
お問い合わせ  名古屋大学博物館  〒464-8601 名古屋市千種区不老町 Tel：052-789-5767 Fax：052-789-5896 URL：http://www.num.nagoya-u.ac.jp/

第14回名古屋大学博物館特別展

2010 7/20火 ― 10/23土

The 14th Nagoya University Museum Special Exhibition

入場無料



7月22日（木）14時～15時半
「熱帯林の資源利用」 山本浩之　名古屋大学教授　
7月29日（木）14時～15時半
「熱帯雨林の生物多様性」 中川弥智子　名古屋大学准教授　
8月5日（木）14時～15時半
「モンスーンアジアの焼畑と
　　　　　　　　自然資源利用」 横山 智　名古屋大学准教授　
9月30日（木）14時～15時半
「熱帯林の不思議な植物」 西田佐知子　名古屋大学助教　
10月7日（木）14時～15時半
「熱帯林と暮らし」 伊藤香純　名古屋大学准教授　
10月14日（木）14時～15時半
「熱帯林と地球の気候」 安成哲三　名古屋大学教授

特別講演会　場所：名古屋大学博物館

　地球上の生物多様性の約半分が熱帯に集中し、しかもその多くは

熱帯林にいるといわれています。また、熱帯の林は人の暮らしに多

様な彩りを与えてきました。では、実際の熱帯林の生物多様性や人

の暮らしの多様性とはどんなものなのでしょうか。また、環境破壊

などが熱帯林の自然や人の暮らしにどのような影響を与えている

のでしょうか。人がじょうずに熱帯林と関わることはできないので

しょうか。

　今回の展示では、熱帯林の生物や人の暮らしの多様性、これらの

多様性の危機や保護・再生について、名古屋大学で行われているさ

まざまな研究を紹介します。

1）熱帯林へようこそ
　　「熱帯林とは」
　　「世界の熱帯林」

2）熱帯林の生物多様性
　　「熱帯林の生態」
　　「熱帯林の生物多様性」
　　「熱帯林の樹木」

3）熱帯林の利用
　　「熱帯林の資源利用」
　　「熱帯林と暮らし」

4）地球と熱帯林
　　「地球の気候と熱帯林」
　　「熱帯林の危機と再生」
　　「COP10とは」
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展示内容

[仮題] キタン（名古屋大学経済学部）創基90周年記念展
　2010年11月3日（水） ～ 12月18日（土）

ボタニカルアート作品展　協力：名古屋大学博物館友の会ボタニカルアートサークル
　作品展 I：2011年1月11日（火） ～ 2月5日（土）
　作品展II：2011年3月 8日（火） ～ 4月9日（土）

今後の予定




